
人工石英太陽燈照射による家蠶體液斑

の螢光色に就て

（家蠶體液の理學的性状　第二報）

（本研究に野中氏の働めに依り行ひ六るものに一（調i査Ih工強々援助な役ナこり；、に深謝す）
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1，緒　　　言　　　　　　　　　　　　　　　　　噛

　近時獄學の新研究方法の一一として人工太陽燈が鷹用されすでに数多の研究者によっ

てその業績が獲衷されたり。人工太陽燈の慮用は云ふ迄もなくその磯する光線が生物

の生理上に及ぼす影響とその光線による諸物の錨別と武ふ二つの事柄に於てなされる

ものなり。人工太陽燈が生物の生現作用に重大なる關係を有するは明かなる～二とにし

妃に騨，継方面に瞳用上盛に利用されて励、又錨U方面に於ても法騨及

醤學方面叉は分析化離等、實叢上にも利用され居る朕態なり。

　最近獄攣方面に獲表されたる業績中生理方面は別として鑑別に關するものは数穣あ

れども就中主なるものは獄児に於ける雌雄の鑑別と成繭の鑑別とにしてこれ等は實用

上よりも可威注覗せられつSあり。然れども紫外線の鑑別による艦液の照射につ邊て

は最近詳細なる訓査域績あるを聞かすμ1彪Pailot氏にょれば螢光の1伏態により病獄と

健鐙とを颪別し得べしとのみ報告せられたb°3ぴF塚博士は目本農藝化畢會誌に次の

女ロき遷葺を言巳さ才Lたり。

　（1）五齢麓又は上簾後の鐙並其血液にはyellow　fiuorcSeeslceを呈するものと呈せ
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ざるものとあり。

　（2）　同一母腿よりの白繭の申に強き　yellow　fluoresceneeを獲するものと1展色の

ものとを混じ之れ等は肉眼的にも化學的にも一見差異なきものなれども紫外線を放射

するときは明確なる差異を現出すと。3ぐ以上の外病的桑葉にも嘗及し此の方面の研i究

は種々興昧あることを述べられたり。

　余はある種の獄児を照射申膿液の螢光の著しく強きを知り艦液の性1庭）研究土之が

慮用を試み本春より今日迄糊察し一部を纒め得たるを以つてその大要を報ぜんとす。

　本調査の範國は主として膿液の人工太陽燈照射による螢光色相の朕態にしてその螢

光を嚢する物質の本質的研究にはあらす，元よりこの本質的探究は興味あるものなれ

ども此の如き小範關の研究にては到底不可能の菓光るべし。

2・研究の方法並材料

　L髄液斑の作製、磯液を太陽燈に照躬するに當りその方法を如何にすべきやは碑究

上重要なる黙なり。艘液を硝子紳i管に入れこれを肉眼にて楡する時は諸種要約下に於

て可域その色相を異にすべきは明なれどもそれを直ちに太陽燈下に照射しで色調を楡

することは不便多し。ことに膿液は霊温に於て著しく攣性するものなれば数種のもの

を比較研究する場合同時にこれを照射することはそれ自身すでに非常な努力を要する

事なり。從つてこれを液歌のまま検せす液斑として之を貯藏し後日同時に比較封照せ

ぱ甚だ便利なるを思ひ偶々川口氏に依り該目的のTeめ尿斑製作上の注意の獲表を得甚

だ便利を得たり。川口氏に依れば尿斑製作上布片六強紐片九種r｝1最も便利なるは通常

純肖濾紙と無次純白濾紙なりと云ふ。

本調査にては二三の材料につき調望紛結果東洋濾紙飾1二のN・．2の丸型濾紐を用ひ

その上に供試簸の膿液を必ず一滴滴下し一様に浸澗するを待つて鞭化カルシ＝U－2、の

大型デシケ・一：ターに入れ乾燥保存せり。

　以上の如く膿液中の血球等を分離する～二となく直ちに液斑を作る時は艦液中のIl醐1

並に蛋白質の大部分は斑黙の中心に集合する檬なり。

　この膿液斑製作上注意すべき講はその斑暦なり。即ち一ヶ所に数滴の膿液を滴下す

るが如きは色相を複羅にし圃有の色調を橡するを得ざるものとす。3ζ斑鮎の大さ艶II一

斑の液量を一定すべきや等の問題あれど實際上ピペツトに依り一定量の膿液を以て一一一i

斑黙とする迄の必要なきを知りたるを以て本調査に於ては液量を一定せ歩成可く等量

の艘液を滴下する様注意するに止めたり。

　2・色彩並その程度の決定及記載方法、凡そ紫外線を物質に照射する時は三種の色彩

を現はすとEll（イ）その物質は噌色DLmkeBく顧蓋色の微光Bltiuliche　Sehimmerを現
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はす。（通常純白紙の表地は濃き紫藍色を呈す）（ロ）螢光Fluorescierende　Stobbeに

て（ハ）は燐光Phosl｝horescierende　Stobbe・なりとす。本調査に於ては前述の濾紙の

表地をDunke1としその表はれる色鳴を所謂螢光色として記せり。又色彩の煩雑を避

けるため爽はれし色そのものをそのま玉直接記入ぜり。

　3．供試材料、材料に使用せる鐙兇は他の試験の開係上適當なるものを充分に得られ

ざりしを遣憾とす春期は主として國獄敵七系を秋は二化・…一化の圓敵及支1歌交雑種を用

ひたり。

　爾研究に用ひたる人工太陽燈は島津製の小型のものにして槻察にあたりてはUltra

glassを使用し可覗線を濾過せり。

　以上の外記載上の注意を記せば

　（イ）　四齢期は雌雄混合のまX施行せり。

　（ロ）　記載串斑色欄の普通とは濾紙上の膿液斑を肉眼にて見たる色膨にして照射と

は太陽燈にて照射し全般的に見たる色彩なり

　（ハ）一般的螢光色とは斑色を照射しこれを一般的に見て表はれたる色調の濃淡な

り

　（二）　部分的螢光色とは照射斑色を大艦上三三分しその各部の色相を認す。

3．観　　　察

1・鑓艘の獲育維過に絆ふ艘暮芝斑の螢光色
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　國fi：＋一”一’○號×敵七號にありては四齢中は主として白藍暗等の色相を表はし盛食期

には最膜しき舶艶鋤膣螢光’ Q搬穐光弱くな購縄文は馳の色調濃
厚となる。眠に入りては螢光弱く緑又は暗色急培す。五爾告期に入りては大膿四齢期と

同様な色調を表はせども五齢四、五日同頃より雌雄共藍色減じて黄色増加す。叉五齢の

一日目乃至三日目位迄は一般的3ζは部分的色彩が殆んど岡一にして攣化を認め難き事

は獄兇の生理上注意すべきことにあらざるか。

　昭和×國獄敵三號を見るに前麿とその臓液を肉眼的に見て著しく費色濃淡に差あり

從って紫外線を照射するも相當差異あるらしく思はるれども豫想に反し大饅前者と色

調は同一一一　vaして叉その畿育時期による攣化の歌態もよく一致す。（以上二昂種は何れも

五醐糊に至りて蝋の軟化病を生じたるため調査を中止せり・從つて五齢後欄似

後の攣化の歌態を見ることを得ざりき。）

　次に春期飼育せる國獄支七號×同欧七號につ嚢その攣化の歌態を見たるに五齢四日

目位迄は帯白藍色を呈し螢光比較的弱く黄色味頗る微弱なり。藍色は最も濃厚なる傾

向あり．然れども五樹楓六日以椥愈螢光愈蝦く（白色昧糺）緑色味は末期に全く跡

を絶ち黄色は釜々濃くなれり。七日目、八日目頃に最高潮に達し上族時迄持績す。

五㈱期迄の維は前者と1駆同檬なり．普通現色に於て剛目に非常に佃嶽く

五日図となれば急に濃くなるは爾研究の要あるべし。

　上族後の朕態は五齢後碓のそれと著しく亀調を異にす。上藤三剛ヨより螢光は著し

棚くな鵬かりし白麟の色ゆ台ん舗へ髄叉は馳力1之に代る・艶は」・際

日目乃至三日潤には全く消ゆ。部分的螢光色は上籏三同国頃迄は各部置別し得れども

三日日以後は殆んど湿別する能はす。かくして化蜥前後は殆んど暗となり上族十日固

附近よウ白藍緑等の色調を猫々表はし來る。而して十三、四H附近に於て再度高沸1に漣

す。磯蛾附近に至りては3ζ一一舟支に螢光衰へたり。

　以上述べし如く鑓維過の各時期によりそれぞれ異なる色調及び光め強度を表はせど

も一口にて云へば雌は雄に比しそれらの大なる場合多し。

　從來の叢膿女液の理化墨的性歌に關する研究文献と本調盗のそれとを比較して見る

に（螢光並にその色彩のよって起る原因の何物なるや本質的研究のな琶限り豫測すら

禺來ざれども）本研究の鍵化の歌態と符合せるもの数多あり。一般に壬1伽の旺盛な

る時期に於てはその螢光も強く叉色調も濃璽⊥幽軸蛉盛爽期齢贈こ’導は

黄色味を薯しく壇すが如きは興味あることなり。

　2・絶食に俊る膿液斑の螢光色。
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　供試雛が五齢三日目にて未だ黄色の螢光を呈するに到

らる時期のものにてその色彩の消長iを知るととを得ざり

しは遺憾とすれども黄色以外のものにっきてその攣化の

欣態を見るに大膿斑鮎には前表の如く白、麗色が主に表

はれ何れも絶食三日目位迄は同一一歌態にて四日以後は各

色彩共釜女淡色となる。とれに俘ひ褐晴は絶食の経渦に

從ぴ愈々衷はれて來る。云ふ迄もなくとのことは絶食な

る螢養障害により生活力の漕耗を來すものなるを以て前

記の経過に俘ふ螢光色の攣化より共歌態が察知し得られ

る。

　3・品鍾を異にぜる魏艘液斑の螢光色

　極めて多数の澱品種につき3く同一品種中にても多i数の

個膿につき調査せざれば品種間の差異につき論噺するは

単計の感あり。本調査は晩秋期に行ぴたるものなるによ

り材料を充分に得ること能はす。次に示す数品麺につき

之が調査をせしに（品種の覆異につきては改めて詳報せ

んとす）次の如し。
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　品種名　　甕購瀦による　灘魏
日一一〇號　　　鱗光（盤の昏部・…eeなる白藍色）何れト様・・る・バ’・漁

日一〇七號　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　〃

　　　轍一a耕　　　淡嫡　　罵歯灘色［こて

　　　支一・二號　　　　〃　　帖欝麗離
　　　日一一〇號・s－〇二胱　　　〃　　　魏嚢認誉1看繊銑

　　　ト。七號岐℃灘　　　〃　　殆ん禰塾す
　　　欧　七　號　　　　　　　　　　　鮮明なろ黄色　　　　　　　帯白黄色

　　　　　（供試材料慧は五齢盛食期のものなリ）

　以上により見る時は嘔玖洲種は最も濃きye’ilow－fittoresrenccを皐し支那種之につif　IEI

本種は黄色の螢光は呈せす。

　こ製に一言した透は前記の黄色螢光張きものと全然之を表はさざるものとの交難恥

の鑑兇の螢光色なり。A－　H・一．．p．○×漱七號のF2につき之を見るにその外形は1歌七型と

一一一Z型と爾齎のFl型と三種のものを生するを普通とす。その各慧児の脚色3くは罷i液

を紫外線にて投射する時はその色彩は性質的には大艘日一・一・○型と敵七型との二種の

ものを生すれども其色彩及び光の程度に至りては種々雑多なり鷺口外槻日一一〇に似て

脚色も白きものと難も欧七に近き程度の黄色螢光を表はし叉それより弱きものあり。

全然日一一・○と同様無螢光のものもあり。又F1の形態を．なし脚色黄色なるに二かSわら

す無螢光と見らるム程度の微弱なるものあり。欧七の外形を有するものよりも張きも

のもあり。即肉眼にて同一外形を有するものも太陽燈にて見る時は爾親の性質により

ては色調に文は螢光の張さに種女雑多な程度のものを生す。此の如き事柄が同一品種

聞にても見らるSと去ふ～二とはすでに璽塚博士によりて嚢表せられたれどもとの現象

を一・一・ms研究せば品種改良上大いに得る塵なきや興味の存する塵たるべし。

　（註）太陽燈にて獄兇を照射する場合欧洲種、支那種は各腹脚部及び腹面各環節の

境界等は他より黄色に蜜みたる弧き螢光を放つものなれども（9の方一般に弧し）それ

が｛鐙液と如何なる關係を有するやは不明なれどもこれ等各部の螢光色は鎧液による事

多凌は知り得らる。邸幽1血甚しきものは然らざるものに比し各部の螢光著しく弱し。

　4，人工にて腿液の性朕を墾ぜしめたる場合の螢光色、

　如何なる物質が螢光を放つや帥螢光を焚するものN本艦は全く不明に鵬す。3ζ普通

の分析化學にてはその本膿を研究することは不可能ならん。（各艦液圃有の螢光色相は

種々の物質の交錯漉濡の結果なるべし）從つて前述せる如くこのことは本調査の目的

外なれども一こ二卑近な實験を試みたるに次の如し。
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?ﾚ

環油 　　　　　　　双瑞ｻ繧　　　　　　　）

翠 0卜　　　　　Oト　　　　　α・　　　　　Qト　　　　　α・　　　　　（ル

揮瀞 蝿　器　難　皇窃Q§踵警爆常燦翻翻撰

注　惹

1・羅液の取級ば寒齊1に

・て冷却しつsrなゼリo

珍．禍攣ぜろ物とは自然

のまs｛fme液な放置黒褐

色に墾塗ぜるもの「なり0

3．　ue沸は水にて倍量に

稀糧し試瞼管に入れ煮

沸す含有磁白は大部分

凝固せ％

　上記の如き程度の

突蛮的i攣性にてはそ

の螢光色には殆んど

鍵化なきのみならず

却って強くなる傾向

さへあり。

　人尿に於ては比重

に依り著しく螢光色

を異にするとの～二と

なるも獄膿液に於て

本調査の範園に於け

る稀繹度にては攣化

は認め難し。

　5・病獄腿液斑の螢

光色
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細誕 嚢撫　　輿
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ｲ…瓜　　絵釦栄細鍵急穣

凸「　【7

　（　　紫　　輕擬餌謹　　　掴　）　　鞭　　　軽轡

灘　医

　（　　　　　（

恤ｱ1灘

i　l　‡
警門…閉｝1悪

i　　　I　　　l

無 1‡＋1’

嚢 ＋　‡　＋

魍 1‡圭縦

姐 1‡葺‡

釦　　　翼

譲　簸

釦　　髄咽　　瞥
@　　　　　　　糊娯　　難溺　　難

綴　隷
　　　　　　　　（妤驕@　　　　　　　）

製 ◎←　　　　　o←　　　　　○卜

撮艦 醐　　潰　　蝦

?@　鯉　　細

絶食に律ふ攣化と大膿同一一状態なり。輕症の

ものと難も磯病獄は黄色の螢光著しく微弱な

り。病i勢進むに從って線色3ζは嗜色となる

（Xg　l・兇の脚色と同様）

叉膿簸の重症なるものを見るに（欧七號）その

膿液斑は椎：黄色の強き螢光を放ち難兇は健欝

と異り磯全郡一面に濃黄色の螢光を放ち軟化

病の場合とは大いに異なる。

　　4・結　　　論

　以上糊察せし範園にて之を結論すれば、

　L溜1腿々液の螢光色は獄の経過時期により

大に異り一般に所謂叢の汚奪動的なる時は螢光

強く叉色彩も鮮明なゆ。

　2・癒膿と輔謄とは各耀液斑の螢光色著しく

　異なる。

　3・簸温種により膿液斑に黄色の螢光を放つ

ものと然らざるものとあり。一般に敵洲種強

く支那種之につぎ日木種は弱し。

　4．黄色螢光を放つものは五齢後1｛e期最も其

が強く叉健鍛は軟化病叢蓋に比し著しく強し。

　5・髄液の稀繹、煮沸等にてはその螢光色に

殆んど攣化を見す。

　6・絶食せる獄兇及び病獄に於ては膿液斑螢

光弱し。

　　5・　ま…要丈献

日本農1藝化墨會誌、獄綜墨雅誌、　鑓業新報、

縣蟹’會報等に蛮表されし佐々木、2P塚、井上、

中山、加藤、鈴木、竹森、河野、小松諸氏の研

究域績は例の如く参考とし得る庭があつた。

以上の外本調査を行ふにあたりては下記丈献

に依ること甚大なり。川口輝志氏　紫外線に

依る詐病尿の鑑別に就て日新騨墾（別刷）


